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2023 年 8月上旬刊行予定

ある水脈と石川三四郎 山口 晃 著

　幸徳秋水、大杉栄と並んで日本のアナキズム運動の先駆者の一人と称され
ながら今や忘れられた思想家・石川三四郎。エドワード・カーペンター、エ
リゼ・ルクリュ、田中正造を生涯の師と仰いだ石川の思想を深化させたのは
七年に及ぶ亡命先のヨーロッパでの百姓生活だった。その思想は「土民生活」
に昇華し、後半生は東京郊外で農耕と共学の半農生活を実践した。戦争下
にも自給自足の土民生活を続け、八十年の長き生涯を少数者として生き抜い
た。
　その石川が晩年に放った〝光と薫〟を一身に受けた著者・大澤正道が、評
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1927 年名古屋市生まれ。アナキズ
ム研究、評論。著書に『アナキズム
思想史』『大杉栄研究』『アはアナキ
ストのア』など多数。共編著に『わ
れらの内なる反国家』（内村剛介共
編）、松尾邦之助『無頼記者、戦後
日本を打つ』の編・解説。翻訳にハー
バード・リード『アナキズムの哲学』、
Ｅ・Ｈ・カー『バクーニン』等。

『ヘンリー・ソロー全日記』訳者、初の著作
石川三四郎がめぐり会った人々の壮大な物語
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◉好評既刊

大澤 正道
（ちくま新書『アナキズム入門』著者）

石川三四郎〔1876-1956〕
…埼玉県児玉郡山王堂村（現本庄市）出身。1903 年、「萬朝報」を辞し
平民社へ。石川の「堺兄に与へて政党を論ず」は日本アナキズムの嚆矢
とも言われる。大逆事件を逃れてヨーロッパに亡命、フランスのルクリュ
家で百姓生活を送る。帰国後、その死まで東京郊外で農耕と著述の後半
生を送る。『石川三四郎著作集』（青土社）、『アナキスト地人論―エリゼ・
ルクリュの思想と生涯』（書肆心水）。

石川三四郎　魂の導師

『杉並区長日記ー地方自治の先駆者・新居格』
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大澤 正道  著

準備中

石川の思想や行動には、未だにくめども尽きぬ
源泉が噴出している。

〔文芸・エッセイ・詩〕

〔虹霓社　新刊のご案内〕 　ツバメ出版流通取扱

４月下旬刊行予定

放浪の唄 高木 護

◎お京アネゴ、ハルちゃん、アイちゃん、ヨシちゃん、ミッチ、それから
吉田サン、朝鮮の若夫婦とみんなよい人たちばかりである。なりわいこそ、
闇屋、パンパン、妾、遊人だけど、世間ではニンゲンのクズというのか
も知れないけど、みんなの心の中には、美しい星が輝いている。愛がある。

本体 2200 円＋税／ B６変形
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1927（昭和 2）年、熊本県山鹿市生まれ。南方戦線でマラリアに罹り九死に一生を得る。復員後は後遺症に悩まされ職に就けず、放浪の
旅に。劇団役者、闇市番人、露天商、ドブロク屋などで糊口をしのぎ、福岡県久留米市の詩人・丸山豊の詩誌『母音』で詩作を本格化さ
せる。同人には松永伍一、川崎洋、谷川雁、森崎和江らがいた。
　55（昭和 30）年頃から町で立ちん坊や乞食見習い、拾い屋等をしながら九州の野山をひたすら歩く。北九州・八幡で人夫仕事をし
ていた 63（昭和 38）年、高木を特集した雑誌の読者と結婚し上京。詩人・文筆家としての道へ。『天に近い一本の木』『鼻歌』などの詩
集、『人間浮浪考』『人夫考』『野垂れ死考』『『あきらめ考』などのエッセイ集を次々と刊行。自由と反骨の詩人。2019 年逝去。享年 92 歳。

最後の放浪詩人、自叙伝的エッセイ復刊
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放浪の唄
高木 護  著

コウゲイシャ

ユーモアのなかにしみじみとした哀感がある。当時の社会のどん底で生きる人間の「明るさ、
裸で生きる潔さ、強さ」が伝わって来る。 澤宮 優〔本書解説より〕
【関連書】澤宮 優 著
『イラストで見る昭和の消えた仕事図鑑』（角川ソフィア文庫）　＊高木の就いた１２０種類の仕事を紹介

－ある人生記録

◎わたしは、ニンゲンが好きである。ニンゲンであることが、好きで好き
でたまらない。わたしは、これからも、泣いたり笑ったりしながら、バカで、
おっちょこちょいで、がらくたのわが人生とまだまだ付合っていくだろう。

闇市番人、露天商、ドブロク屋、立ちん坊、乞食見習い、
拾い屋など数々の仕事、そして放浪。この世のどん底で
出会った哀しくも愛すべきニンゲンたち。

◎ポン引きなんて、罪悪で、クズのやることかも知れないが、わたしは、
客一人引っぱり込むことが、一回のいのりみたいな気がしてきた。わたしは、
狂っているのであろうか。

富士山のふもと

〔全て本文より〕

ある人生記録

○所在地：静岡県富士宮市猪之頭 806　＊つげ義春公式グッズ取り扱いできます

〔人文／社会　ご担当者さま〕

虹霓社　新刊のご案内
　ツバメ出版流通取扱

8 月中旬 刊行予定 ある水脈と石川三四郎
山口 晃

「コンコード川の中、裸でしばしば水浴びするソロー、スイスの湖で水

の神を周囲の者に思い出させた裸のエリゼ・ルクリュ、カーペンターの

ところの小川で裸になって水に浸る石川。一人一人が、遥かかなたから

ずっと流れ続けてきたある水脈に出会った人たちであった。」

本体 3600 円＋税／四六版
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ある水脈と石川三四郎

コウゲイシャ

◉幸徳秋水、大杉栄と並ぶアナキズム運動の先駆者の一人と称せ
られる石川三四郎。その石川が出会った〝ある水脈〟とは。田中
正造、エドワード・カーペンター、ヘンリー・ソロー、椎名其二、
中西悟堂、金子きみ、唐沢隆三…そしてエリゼ・ルクリュ。
◉『ヘンリー・ソロー全日記』『コンコード川とメリマック川
の一週間』（而立書房）など、ソローの翻訳で知られる山口晃によ
る初の書き下ろし。石川を従来の「アナキズム」「社会主義」で
括らず、「身体」「草鞋」「さすらい」「居場所」「裸」などのキーワ
ードを軸に、石川が出会った人々を通して思想家ではない石
川三四郎像を描く。石川論の新しい地平。

つげ義春公認グッズお取引可！
［お気軽にお問合せください］

1945 年、埼玉県本庄生まれ。『木学舎便
り　石川三四郎研究個人誌』等の刊行
の他、約 20 年前から農作業と大工仕事
をしながらヘンリー・ソロー全日記を
訳している。他にH・Sソルト『ヘンリ
ー・ソローの暮らし』（風行社）、ソロー
『コンコード川とメリマック川の一週
間』（而立書房）、『ソロー日記』 春夏秋冬
全４巻（彩流社）の翻訳など。

著者：山口 晃（やまぐち・あきら）

著

静岡県富士宮市猪之頭 806

山口 晃

石川三四郎　魂の導師
978-4-9909252-3-9   C0095本体 1500 円＋税冊

＊トートバッグ、手ぬぐい etc

【新 刊】

【既 刊】

『ヘンリー・ソロー全日記』訳者の初著作、
思想家•石川三四郎を新たに読み解く力作。

〔本文より〕

大澤 正道 著
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